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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

商 業 地 で 県 内 上 昇 率 ト ッ プ の Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 北 口 周 辺

　
山 口 市 内 の 基 準 地 の 平

均 価 格 （ １ 平 方 ㍍ 当 たり ） は 、 住 宅 地 が ２ 万 ６８ ０ ０ 円 で 、 県 内

1 9市 町

中 ７ 位 。 商 業 地 は ５ 万 ７９ ０ ０ 円 で ３ 位 。 全 国
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都 道 府 県 庁 所 在 地 で 比 較す る と 、 住 宅 地 、 商 業 地

と も 昨 年 と 同 じ く

4 6位 だ

っ た 。　
山 口 市 内 の 基 準 地 で 県

内 の 「 価 格 上 位 」 に 入 った の は 、 住 宅 地 が 「 白 石１

－

1 1

－

９ 」 の ６ 万 ７ ７

０ ０ 円 （ ８ 位 ） と 「 後 河原 字 片 岡 ２ １ ４ 番 ３ 」 の６ 万 ６ ５ ０ ０ 円 （

1 0位 ）

の ２ カ 所 。 商 業 地 は 「 小郡 下 郷 字 渡 り 上 壱 １ ２ ５５
番
５ 外 」 の ９ 万 ８ ６ ０

０ 円 （ ３ 位 ）  、  「 中 央 １

－

２

－

１ 」 の ９ 万 ５ ６ ０ ０

円 （ ４ 位 ）  、  「 緑 町 ２

－

2 0」 の ８ 万 ４ ９ ０ ０ 円

（ ７ 位 ） の ３ カ 所 だ った 。 再 開 発 の 進 む Ｊ Ｒ 新山 口 駅 北 口 前 の 「 小 郡 下郷 字 渡 り 上 壱 １ ２ ５ ５

番

５ 外 」 は 、 昨 年 か ら ９ ８０ ０ 円 の 上 昇 で 、 上 昇 率（

1 1・ ０ ％ ） は 県 内 ト ッ

プ 。 順 位 も ５ 位 か ら ３ 位に ア ッ プ し た 。　
一 方 、 美 祢 市 内 基 準 地

の 平 均 変 動 率 は 、 住 宅 地
（

1 0カ 所 ） が マ イ ナ ス ２ ・

６ ％ （ 前 年 は マ イ ナ ス

２ ・ ６ ％ ）  、 商 業 地 （ ３カ 所 ） は マ イ ナ ス ２ ・ ３％ （ 同 マ イ ナ ス ２ ・ ４％ ） だ っ た 。 住 宅 地 は 、上 関 町 （ マ イ ナ ス ３ ・ ２％ ） に 次 ぐ 下 落 率 県 内 ２位 。 商 業 地 も 、 上 関 町 、阿 武 町 （ と も に マ イ ナ ス３ ・ ４ ％ ）  、 周 防 大 島 町
（ マ イ ナ ス ３ ・ ３ ％ ） に

次 ぐ 下 落 率 県 内 ４ 位 。 どち ら も 、 市 部 で は 最 も 下落 率 が 高 か っ た 。 平 均 価格 （ １ 平 方 ㍍ 当 た り ）は 、 住 宅 地 が ６ １ ０ ０ 円で 、 県 内

1 9市 町 中 最 安 。

商 業 地 は １ 万 ３ ９ ０ ０ 円で 、 同 じ く 県 内 最 安 （ 和木 町 は 地 点 な し ） だ った 。　
基 準 地 価 と は 、 各 都 道

府 県 が 示 す 土 地 取 引 の 指標 と な る 価 格 。 不 動 産 鑑定 士 の 評 価 を 参 考 に 、 毎年 ７ 月 １ 日 時 点 の も の が

公 表 さ れ て い る 。　
県 内

1 9市 町 の 基 準 値 の

平 均 変 動 率 は 、 住 宅 地
（ ２ ７ ６ 地 点 ） が マ イ ナ

ス ０ ・ ６ ％ 、 商 業 地 （
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地 点 ） が マ イ ナ ス ０ ・ ８％ 。 平 均 価 格 （ １ 平 方 ㍍当 た り ） は 、 住 宅 地 が ２万 ５ ７ ０ ０ 円 （ 全 国

3 3

位 ） で 、 商 業 地 が ４ 万 ４７ ０ ０ 円 （ 同

3 9位 ） だ っ

た 。

　
県 が 公 表 し た ２ ０ ２ １ 年 地 価 調 査 （ ７ 月 １ 日

時 点 ） で 、 山 口 市 の 基 準 値 平 均 変 動 率 は 、 住 宅地 （

3 3カ 所 ） が マ イ ナ ス ０ ・ ３ ％ （ 前 年 は マ イ

ナ ス ０ ・ ４ ％ ）  、 商 業 地 （

1 2カ 所 ） は ０ ・ ６ ％ の

プ ラ ス （ 同 マ イ ナ ス ０ ・ ２ ％ ） だ っ た 。 商 業 地の 上 昇 率 は 県 内 ト ッ プ で 、 住 宅 地 の 下 落 率 も 縮小 し た 。

山 口 市 の 基 準 地 価 、 商 業 地 の 上 昇 率 は 県 内 ト ッ プ
Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 前 は １ １ ％ 上 昇

底  は  厚  さ １  ㌢  の  フ ェ  ル ト を  使  用

祈 り と と も に

 修 道 院 の 手 作 り  ス  リ  ッ  パ

げ る 観 想 生 活 を 送 っ てい る 。 日 々 の 生 活 を 支え る 糧 と し て 、 創 立 まも な く し て ス リ ッ パ 作り が 始 ま っ た 。 生 地 選び か ら 縫 製 ま で 時 間 をか け て 丁 寧 に 行 わ れ 、冬 の 贈 り 物 と し て も 喜ば れ て い る と い う 。　
道 の 駅 「 仁 保 の 郷 」

や ウ ェ ブ サ イ ト（

h
t

t
p

s
:

/
/

car
melya

maguchi.
web.

fc2
.co

m/cal_s
ho

p.

ht
ml

） な ど か ら 購 入 で

き る 。

　
仁 保 中 郷 に あ る 修 道

院 「 山 口 カ ル メ ル 会 」で 約

4 0年 前 か ら 作 ら れ

て い る 手 作 り ス リ ッ パは 、  「 暖 か く 履 き 心 地が 良 い 」 と 、 知 る 人 ぞ知 る ス リ ッ パ だ 。　
同 会 で は 現 在 、

1 1人

の シ ス タ ー が 祈 り を 捧

N o. 2 3 6

仁 保

　
１ ９ ７ ９ 年 、 仁 保 に 創 立 し た 「 山 口 カ ル メ

ル 会

　
教 会 の 母 マ リ ア 修 道 院 」  。 修 道 生 活 か ら

生 ま れ た あ た た か い 手 仕 事 が あ る 。



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ９ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

里 乃 駅 ラ ン プ の 宿

 １ 行 記 事　 夫 婦 合 わ せ て ４ 万 １ ２ ２ ０ 円 で 人 間 ド ッ ク を 受 け ら れ る キ ャ ン ペ ー ン を 山 口 総 合 健 診 セ ン タ ー が 実 施 す る 。 詳 細 は 、 １ ０ 月 ２ 日 付 本 紙 掲 載 広 告 を 参 照 の こ と 。

1 7日

　 「 人 生 １ ０ ０ 年 時 代 」を 、 健 康 で 「 生 き が い 」と 「 楽 し み 」 を 持 っ て 生き る た め の 学 び の 場 「 やま ぐ ち 里 山 １ ０ ０ 年 塾 」が 、

1 7日  （ 日 ）  に 「 里 乃 駅

ラ ン プ の 宿 」  （ 山 口 市 小郡 ） で 開 か れ る 。 時 間 は午 前

1 0時 か ら 正 午 ま で

で 、 定 員 は

2 0人 。

　
同 塾 は 、 ラ ン プ の 宿 を

運 営 す る 佐 伯 清 美 代 表 とマ ネ ジ ャ ー の 畑 山 静 枝 さん に よ っ て 今 年 ３ 月 、 特に 中 高 年 齢 者 の 健 康 と 生き が い づ く り を 支 援 し よう と 開 設 さ れ た 。　
５ 回 目 と な る 今 回 は ま

ず 、 午 前

1 0時 か ら

1 1時 ま

で 、 福 島 県 川 内 村 の 元 村議 会 議 員 ・ 西 山 千 嘉 子 さん に よ る 講 演 会 が あ る 。　
西 山 さ ん は １ ９ ４ ８ 年

福 島 県 川 内 村 生 ま れ 。 同村 は 福 島 第 一 原 発

3 0㌔
圏

内 の 村 で 、 ２ ０ １ １ 年 の東 日 本 大 震 災 で は 自 身 も被 災 し た 。 講 演 内 容 は 、当 時 の 経 験 談 と 未 来 へ の提 言 、 そ し て 「 長 州 ・ 会津 和 解 へ の 道 へ 」 な ど 。　

1 1時 か ら 正 午 ま で は

「 ふ れ あ い 交 流 会 」  。 マ ジ
ッ ク シ ョ ー や リ ン パ 体操 、 ハ ー モ ニ カ の 演 奏 を聞 き 、 参 加 者 と の 交 流 を楽 し む こ と が で き る 。　

参 加 費 は １ ３ ０ ０ 円

（ 塾 生 １ 千 円 ） で 、 希 望
者 は 事 前 に 予 約 が 必 要 。申 し 込 み は 、 氏 名 ・ 住所 ・ 電 話 番 号 を 電 話 （

☎

０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

８ ８ ４

８ ） ま た は メ ー ル （la
mpnoyado

@flute.ocn.

ne.jp

） で 伝 え る 。

　
な お 、 昼 食 用 に 弁 当

（ ５ ０ ０ 円 ） の 注 文 も 可
能 。 希 望 者 は

1 4日  （ 木 ）  ま

で に 申 し 込 む こ と 。

　
佐 伯 さ ん と 畑 山 さ ん が

運 営 す る 「 ラ ン プ の 宿 」は 、 里 山 再 生 活 動 の 拠 点と し て １ ９ ９ ５ 年 に 整 備が 開 始 さ れ た 。  「 昭 和
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年 代 の 自 然 豊 か な 里 山 」を モ デ ル に 、 ス ギ の 間伐 、 ロ グ ハ ウ ス や ア ス レチ ッ ク 、 キ ャ ン プ 場 の 建設 、 登 山 道 の 復 旧 作 業 など に 取 り 組 ん だ 。 昔 の 暮ら し を 体 験 し て も ら お うと 水 車 小 屋 や 囲 炉 裏 の ある 部 屋 、 五 右 衛 門 風 呂 など も 開 設 し て い る 。　
ま た 、 三 世 代 交 流 や 子

育 て 支 援 、 高 齢 者 支 援 の拠 点 づ く り を 目 的 に 、 登山 や 陶 芸 展 、 演 芸 会 も 開催 。 両 名 と も 健 康 生 き がい ア ド バ イ ザ ー の 資 格 を持 ち 、 子 ど も た ち に 昔 の暮 ら し や 自 然 環 境 を 教 える 県 の 環 境 パ ー ト ナ ー を務 め る 。

西 山 千 嘉 子 さ ん
ゲ  ス ト  に 「 や ま ぐ ち 里 山 １ ０ ０ 年 塾 」

「 生 き が  い  」  と  「 楽 し み 」  に  つ  い  て 学 ぶ

「 萩 の 肴 セ  ッ  ト 」  が 限 定 販 売
「 萩 し ー ま ー と 」  オ ン ラ イ ン シ  ョ  ッ プ で

〜 1 ０ 日

　
道 の 駅 「 萩 し ー ま ー

と 」 の オ ン ラ イ ン シ ョ ップ で 、

1 0日  （ 日 ）  ま で 「 萩

の 肴 セ ッ ト 」 が 限 定 販 売さ れ て い る 。　

1 0月 １ 日 か ら 同 駅 で 酒

類 販 売 が 開 始 さ れ た の を記 念 し た 試 み で 、 セ ッ トは 「 す る め 」

「 刺 身 」

「 Ｘ

Ｏ 醤 」 の ３ 種 類 。 そ れ ぞれ 、 ３ ０ ０ ㍉ リ ッ ト ル の日 本 酒 と 、 萩 産 の 魚 介 を「 刺 身 」 セ ッ ト の 内 容
使 用 し た 〝 お つ ま み 〞が セ ッ ト に な っ て い る 。　 「 す る め 」 は 日 本 酒２ 本 に ケ ン サ キ イ カ のす る め と か ま ぼ こ 、「 刺 身 」 は 日 本 酒 ３ 本に 刺 身 と ち り め ん じ ゃこ 、  「 Ｘ Ｏ 醤 」 は 日 本酒 ５ 本 に 「 じ ゃ こ た っ

ぷ り Ｘ Ｏ 醤 」 の セ ッ トだ 。 価 格 は す べ て ３ 千 円
（ 税 込 ）  。

　
同 駅 の オ ン ラ イ ン シ ョ

ッ プ は ２ ０ ２ ０ 年

1 2月 に

開 設 さ れ 、 こ れ ま で 萩 市産 の 鮮 魚 や 特 産 品 を 販 売し て き た 。 今 年 ３ 月 、 萩市 と 阿 武 町 に あ る 六 つ の酒 蔵 （ 岩 崎 酒 造 、 岡 崎 酒造 場 、 澄 川 酒 造 場 、 中 村酒 造 、 八 千 代 酒 造 、 阿 武の 鶴 酒 造 ） が 製 造 す る
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銘 柄 の 日 本 酒 が 「 萩 」 とし て 、 酒 類 で は 中 四 国 地

方 で 初 め て 地 理 的 表 示（ Ｇ Ｉ ） 制 度 に 指 定 さ れた 。 地 域 ブ ラ ン ド の 証 でも あ る 「 Ｇ Ｉ マ ー ク 」 を受 け た 萩 の 地 酒 を 積 極 的に Ｐ Ｒ で き る よ う 、 同 駅は ９ 月 に 酒 類 の 通 信 販 売に 必 要 な 免 許 を 申 請 し 、取 得 。 萩 の 多 様 な 特 産 品と 共 に 、 通 販 で 地 酒 の 販売 ・ 発 送 が で き る よ う にな っ た 。　 「 コ ロ ナ 禍 で 帰 省 が 難し い 中 、 萩 の 地 酒 と 萩 なら で は の 酒 の 肴 で 、 ふ るさ と の 味 覚 を 体 感 し て もら え れ ば 」 と 同 駅 駅 長 の山 口 泉 さ ん 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ９ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

２ ３ 日

1 1  月 9  日

～  ２ ５ 日 「 人 生 経 験 を 火 災 予 防 に 」
防 火 標 語 募 集 中

 １ 行 記 事　 １ １ 月 に 予 定 さ れ て い た 「 第 ９ 回 湯 田 温 泉 ス リ ッ パ 卓 球 大 会 」（ 同 実 行 委 主 催 、 サ ン デ ー 山 口 共 催 ） は 、 昨 年 に 続 き 今 年 も 中 止 に 。 ２ ０ ２ ２ 年 ５ 月 に 延 期 さ れ た 。

池 谷 裕 二 さ ん

「 脳 」  に 関 す る  ２ 講 演

　
聴 講 者 募 集

　
け が や 病 気 に よ る 脳 の

損 傷 が 原 因 で 起 こ る 認 知障 害 「 高 次 脳 機 能 障 害 」へ の 理 解 を 深 め る た め のウ ェ ブ 講 演 会 「 も っ と 知り た い 高 次 脳 機 能 障 害 」が 、

2 3日  （ 土 ）  午 後 １ 時 か

ら 、 オ ン ラ イ ン で 開 催 され る 。

　

　
一 つ 目 の テ ー マ は 「 高

次 脳 機 能 障 害 の 理 解 と 対応 、 制 度 に つ い て 」 で 、松 山 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン病 院 の 山 下 泰 治 医 師 と 同院 高 次 脳 機 能 障 害 支 援 コー デ ィ ネ ー タ ー の 伊 賀 上舞 さ ん が 講 師 を 務 め る 。　
二 つ 目 の テ ー マ は 「 地

域 で 行 う 高 次 脳 機 能 障 害の 当 事 者 と ご 家 族 へ の 心理 支 援 」  。 栃 内 第 二 病 院リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部 副部 長 で 公 認 心 理 師 の 山 舘

圭 子 さ ん が 話 す 。　
聴 講 は 、 テ レ ビ 会 議 シ

ス テ ム 「 Ｚ ｏ ｏ ｍ ウ ェ ビナ ー 」 を 通 じ て 行 う 。 定員 は ５ ０ ０ 人 で 、 参 加 は無 料 。　
希 望 者 は 、 県 立 こ こ ろ

の 医 療 セ ン タ ー ウ ェ ブ サ

イト （

https://y-kokoro.

jp ） の 事 前 登 録 フ ォ ー ム
か ら 申 し 込 む と 、 後 日 登録 し た メ ー ル に 当 日 参 加用 の Ｕ Ｒ Ｌ が 送 信 さ れる 。

申 込 締 め 切 り は

1 2日

（ 火 ）  。
　
問 い 合 わ せ は 、 同 医 療

セ ン タ ー 高 次 脳 機 能 障 害支 援 セ ン タ ー （

☎
０ ８ ３

６

－
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－ １ ２ １ ８ ） へ 。

　
日 本 が 世 界 に 誇 る 脳 研

究 者 の 一 人 で 、 東 大 薬 学部 教 授 の 池 谷 裕 二 さ ん によ る 講 演 「 脳 を 知 っ て 脳を 活 か す 」 が 、

1 1月 ９ 日

（ 火 ）  午 後 １ 時 半 か ら ３ 時ま で 、 県 セ ミ ナ ー パ ー ク

（ 山 口 市 秋 穂 二 島 ） で 開か れ る 。 聴 講 は 無 料 だが 、 事 前 の 申 し 込 み が 必要 だ 。　
池 谷 さ ん は 、 １ ９ ９ ８

年 に 東 大 で 薬 学 博 士 号 を取 得 し た 後 、 米 国 ・ コ ロン ビ ア 大 へ 留 学 。 帰 国後 、 ２ ０ ０ ６ 年 に 東 京 大薬 学 部 講 師 に 着 任 し 、

1 4

年 よ り 現 職 。

　 　

　
専 門 分 野 は 大 脳 生 理 学

で 、

0 8年 に は 文 部 科 学 大

臣 表 彰 若 手 科 学 者 賞 、

1 3

年 に は 日 本 学 術 振 興 会 賞を 受 賞 。  「 記 憶 力 を 強 くす る 」  「 進 化 し 過 ぎ た 脳 」「 脳 は な に げ に 不 公 平 」な ど 著 書 も 多 数 あ り 、 現在 は Ｔ Ｂ Ｓ テ レ ビ 「 新 ・情 報 ７ ｄ ａ ｙ ｓ ニ ュ ー スキ ャ ス タ ー 」 に 準 レ ギ ュラ ー と し て 出 演 す る など 、 脳 の 最 先 端 の 知 見 を分 か り や す く 伝 え て い る 。　
聴 講 希 望 者 は 、 ウ ェ ブ

サ イ ト （

https://
w

w
w.

hito21.jp/kouza/index.
ht

ml

） の 申 し 込 み ペ ー ジ

か ら か 、 は が き で 主 催 の県 ひ と づ く り 財 団 へ 申 し込 む 。 締 め 切 り （ 必 着 ）は

1 4日  （ 木 ）  。 定 員 は ２ ５

０ 人 で 、 応 募 者 多 数 の 場合 は 抽 選 。

「 も  っ  と 知 り た い 高 次 脳 機 能 障 害 」

「 脳 を 知  っ  て 脳 を 活 か す 」

　
山 口 市 消 防 本 部 （ ☎ ０ ８ ３

－

９

３ ２

－

２ ６ ０ ５ ） は 、 防 火 意 識 の

普 及 啓 発 を 図 り 、 高 齢 者 を 火 災 から 守 る た め に 、 山 口 市 内 在 住 の
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歳 以 上 の 人 た ち か ら 防 火 標 語 を 募集 し て い る 。

　

　
作 品 課 題 は 、 住 宅 防 火 （ 特 に 住

防 止 に 関 す る も の ▽ 防 炎 エ プ ロ ン
（ 炎 に 触 れ て も 火 が つ き に く く 、

燃 え 広 が ら な い 素 材 を 使 用 し た エプ ロ ン ） の 普 及 に 関 す る も の ▽ その 他 火 災 予 防 に 関 す る も の （ 山 火事 予 防 に 関 す る も の は 除 く ） の ４

種 類 。 優 秀 作 品 は 、 ２ ０ ２ ２ 年 の 県火 災 予 防 啓 発 作 品 の 審 査 対 象 と な る 。　
応 募 は 、 最 寄 り の 同 市 内 の 消 防 署

に 持 参 す る か 、 郵 便 は が き で 。 以 前応 募 し た こ と の あ る 人 、 入 賞 経 験 者も 応 募 可 能 だ 。 は が き の 場 合 は 、 郵便 番 号 、 住 所 、 氏 名 （ ふ り が な ）  、点 を 明 記 し て 、  「 〒 ７ ５ ３

－

０ ０ ８

９
　
山 口 市 亀 山 町 ２

－

１
　
山 口 市 消

防 本 部 予 防 課 予 防 担 当 」 へ 。 は が き１ 枚 に つ き 応 募 は １ 点 に 限 る 。 締 め切 り は

2 5日  （ 月 ）  で 、 当 日 消 印 有 効 。

宅 用 火 災 警報 器 ） に 関す る も の ▽放 火 火 災 の

年 齢 、 性別 、 電 話 番号 、 作 品（ 標 語 ）

1



2 0 2 1 年 （ 令 和  3 年 ） １ ０ 月 ９ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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